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本稿は，本学創設の三恩人の一人である加藤恒忠・拓川翁（以下，拓川翁と
表記する）について，資料を提示してその人と業績の輪郭を示す作業を行い，
法学部創設30周年記念に捧げるものである。拓川翁の御令孫である正岡明先生
と本学法学部構成員の今村との共著により，拓川翁に関する資料を提供して，
顕彰することを本稿の目的とする。
1．「法学部30周年記念」によせて ～明治の熱き絆～
正岡子規研究所 主宰 正 岡 明
えにし
松山大学との縁
「松山大学法学部開設30周年」の御慶事を心よりお祝い申し上げます。平成
元年に開設とのこと。激動の平成時代と共に，立派な法学部に育てて来られた
関係者の方々の御尽力に深く感謝申し上げます。
私の祖父で外交官だった加藤恒忠（号・拓川）は，最晩年に松山市長となり，
1923年（大正12年）に松山大学前身の松山高等商業学校の設立に奔走したが，
開校を見ずに，その直前に他界したのは無念だったと思う。加藤拓川（今後は
号・拓川で呼ぶ）は東京大学法学部の前身，司法省法学校の出身であったこと
を考えると，法学部30周年を草葉の陰で秘かに喜んでいるのではと思う。
法学部開設と同時に，松山商科大学から松山大学に改称されたとのこと。
私が初めて松山大学を訪れたのは，まだ商科大学の時代だったので，30年以上
前ということになる。その頃は祖父拓川にさして興味はなかったが，学内に銅
像があると聞いていたので，立ち寄ってみた。この銅像の制作者は，確か武石
弘三郎という著名な彫刻家で，拓川がベルギー公使時代に留学生だった武石氏
を大変かわいがったとのこと。拓川の妻・加藤ひさはこの像を見て，余り夫に
似ていないと言ったらしい。亡くなってから写真などを見て作ったのだろうか
ら無理からぬ話である。
大量の書簡発見
私が拓川に本格的に関心を持ち，調べ始めたのは，ある偶然の出来事から
であった。二十数年前のことになるが，私の両親も亡くなり空家同然となって
いた兵庫県伊丹市の実家に立ち寄った際に，二階の欄間の棚の上に一抱えある
風呂敷包みを見つけた。何気なく手に取って，その包みを紐解くと，黒塗りの
箱が出てきて，その箱を開けた途端，玉手箱から煙が立ち上がってきたよう
に，明治の不思議な息吹の洗礼を受け，その瞬間から明治という時代にタイム
スリップすることになった。その箱の中にはぎっしりと書簡が詰まっていて，
その数は優に500通を越えていた。その大半は，拓川宛で，巻紙に毛筆で書か
れていたが，ひらがな，カタカナ，漢字交じりの候文で，時には和歌や漢詩も
したた
認めてあった。みな流れるような続け字の草書体で，文面を理解するのは至難
の業であった。差出人の名前で読めそうなものを目で追って行くと，明治大正
時代の各界の著名人の名前が続々と出てきて驚かされた。
西園寺公望，原敬，犬養毅，山縣有朋，近衛文麿，加藤高明など首相経験者
だけでも6名，外交畑の人で，牧野伸顕，石井菊次郎，珍田捨巳など，言論界
では明治の三大ジャーナリストと呼ばれる陸羯南，徳富蘇峰，池辺三山，実業
家で渋沢栄一，松方幸次郎，岩下清周，陸海軍で秋山好古，明石元二郎，瓜生
外吉など司馬遼太郎の小説『坂の上の雲』に登場する異色の軍人，思想家や学
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者で中江兆民，井上円了など，文人や芸術家では森鷗外，土井晩翠，黒田清輝
など。とにかく交友関係がとてつもなく広く，政治家，外交官，軍人，思想家，
学者，弁護士，実業家，医師，文人，芸術家，革命家と様々な分野に渡ってい
て，外交問題など職業上のこともあるが，むしろ人間同士の交友としての関係
が濃厚に窺われた。
その書簡の出現までは，正直なところ祖父拓川に関して知識も興味も余りな
かった。少し印象に残っていたことと言えば，もう40年以上も前のことにな
ろうか，子規全集を講談社から出すことになり，その編集委員の一人として作
家の司馬遼太郎さんと私の両親が親しくなった関係で，司馬さんが伊丹の正岡
の家へご夫妻で来られたことがあった。その数年前に司馬さんは小説『坂の上
の雲』を上梓されていて，主人公の二人，正岡子規と秋山好古と関係の深い人
物として加藤拓川を少し登場させていた。
そんなこともあって，拓川のことをいろいろ調べられていたのだろう。話題
が子規から拓川に移った時に，司馬さんは私たちに次のように話された。
拓川という人は友人を作るためにこの世に生まれてきたような人ですね。伊
藤博文とぶつかって外務省を辞めないで続けていたら，黙ってても外務大臣に
はなっていたでしょう。もう少し出世欲があれば総理大臣も可能なぐらいの人
物だったんじゃないでしょうか。
リップサービスもあっただろうが，その言葉が妙に印象に残った。
私の父は寡黙な人で，子規や拓川など先祖のことを話した記憶は全くない
が，母は時たま彼らのことを話してくれた。おそらく姑のひ

さ

から聞いた話で
はないかと思うが，「拓川という人は奇行や珍談の多い非常に面白い人だった。
そして酒が好きで，よく朝から飲んでいた。その食器類を手早く洗えるよう
に，流しがすぐ横にあった」とのこと。そして差別に反対した人で，石手川の
ほとりにある相向寺というお寺の境内の片隅の墓に葬られている。また，松山
市長時代に松山高等商業学校の設立に関与し，キャンパスに銅像が建ってい
る。
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以上が若い頃の私の祖父に対する知識の全てであった。ところが拓川宛の書
簡類の出現で，交友の実体を知り，そこからあぶり出される拓川像に強く関心
を抱き始めた。
周辺の人物を少しずつ調べてゆくにつれ，この時代に生きた人達は，今の
時代の人とどこか違うぞ，特に政治家などは格が違うのではと，強くその人物
像に惹かれるようになった。ひとくくりに言えば人間のスケールが違うのであ
こころざし
る。何よりも志が高く，見識教養も深く，人間として一本筋の通った人物が
各界にキラ星の如く光彩を放っていたように思う。このような人物を生み出し
た明治という時代背景への興味が尽きなくなったのである。
ところで，この書簡類は大学や市民団体で差出人や文面を解読して頂き，
かなり中身が見えてきた。頼み事や病気見舞いや礼状など，日常的な内容も多
いが，中には外交上の案件，例えばシベリア出兵問題や第一次世界大戦講和の
ベルサイユ条約，国際連盟などに触れた重要な内容のものもある。拓川は司法
省法学校時代の親友・原敬首相の依頼でシベリア特命全権大使として極寒の地
シベリアを奔走した経歴があり，これらの意見を交えた文面もある。シベリア
問題は外交官としての拓川にとって最重要の案件であったと私は考える。この
問題に絡んで，原敬は暗殺され，日本の破滅への暴走が始まることを考えると，
彼等は正に歴史の転換点に立ち，その後の転落を見ることなく，この世を去っ
てしまった。この辺の歴史の流れをもう少し掘り下げてみて，いずれ文章にま
とめたいと思っている。
坂の上の雲の時代
さて，書簡のほかにきちんと十冊ぐらいのアルバムに整理された絵はがきが
数千枚ある。これらは日露戦争前後にベルギー公使として赴任していた拓川夫
妻に宛てたもので，当時の各国駐在の日本の外交官や欧州に視察に来た軍人や
実業家，留学生の芸術家など多数の著名人が含まれている。当時欧州を席巻し
たアールヌーボー調の美しいデザインの絵柄が多く，美術品として眺めている
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だけでも楽しいが，まだ中身の文面の解読は進んでいない。それらが解明され
れば，日露戦争時代のロシア，ドイツ，イタリアなどに駐在した外交官からの
ものも多く，外交の裏事情などが浮き彫りになるのではと期待している。
何しろ『坂の上の雲』の三人の主人公と拓川は密接な関係にある。騎兵隊の
秋山好古とは藩校明教館時代からの竹馬の友。ナポレオン一世が創設したサン
シール士官学校留学のため，松山藩主の末裔久松定漠に随行して渡仏してきた
好古は，先に公使館に赴任していた拓川や原敬らと交遊し，大いに遊興にふけ
り痛飲し，青春を謳歌した。その後も拓川と好古は家族ぐるみで生涯交友した。
もう一人の主人公正岡子規は拓川の甥にあたり，生涯，拓川から物心両面に
わたり面倒を見てもらった。海軍参謀の秋山真之は好古の弟で子規の親友でも
ある。
そして，先に触れたように，日露戦争前後に，ベルギーへ訪ねた様々な要人
は，何らかの形でこの戦争と関連している人物が多く，拓川はベルギー公使と
いう立場上，世話を焼いたり，彼らを結びつけたり，舞台裏で目に見えない役
割を担っていたと思われる。その証拠に，『坂の上の雲』に登場する人物の45
名と交際があり，30数名の拓川宛書簡が私の手元にある。司馬さんは私の母
に，いずれ拓川のことを一冊の本にしたいと話されていたらしい。もし，これ
らの書簡をお見せしたら喜ばれたことだろうが，連絡しないうちに鬼籍に入ら
れてしまったのは残念である。
伊予弁が結びつけた二人
松山出身の大実業家・新田長次郎は父親を早く亡くし，青雲の志を抱いて
20歳で大阪に出る。藤田傳三郎率いる藤田組に入社し，皮革業のノウハウを
習得，後に独立して事業を拡げる。機械化の量産を目指し，36歳で先進国の
視察と技術習得のため，アメリカを目指した。何のつてもなく，語学もだめ
だったのに，長次郎は単身渡航し，面識もない人に会い，企業を訪ねるその勇
気と行動力は驚嘆に価する。当時はまた随所に親切な人が手を差しのべてく
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れ，志のある人を引き上げたり，有力な人を紹介してくれたりした。紹介状を
持って，今度はイギリス，フランスへ渡り，パリ公使館を訪ね，代理公使の加
藤拓川と出会うのである。
最初はやや畏まって話していたが，長次郎はつい伊予訛が出てしまい，それ
に気付いた拓川は「新田さん，お生まれはどちらですか」と尋ねると「はい，
松山の温泉郡の出身です」。思わず拓川は「あしは湊町やがな，もし」と急に
伊予弁になって固く長次郎の手を握りしめ，この瞬間に生涯の友情の契を結ぶ
ことになった。
松山市長就任
二人がパリで出会った30年後の1922年（大正11年）拓川は郷土の人たちに
乞われて松山市長に就任する。その3年前に盟友原敬首相の依頼で，シベリア
特命全権大使に任命され，夜は零下30度にもなる極寒のシベリアの地を走り
回ってロシアの反革命勢力との交渉に当たり，疲れきって帰国，その直後に溺
愛していた次男を肺結核で亡くし，心身共に消耗しきったこともあって食道癌
を患ってしまった。市長就任の頃はすでに病魔に犯されてはいたが，気力だけ
は最後までいささかも衰えることはなかったので，それなりに精力的に動き，
松山城の城山払い下げ問題，皇太子時代の昭和天皇の御案内，国際連盟の推進
や軍備撤廃論の演説などに奔走した。
中でも最も意義のある行動は松山高等商業学校の設立に寄与したことではな
かったかと思う。現松山大学の三恩人と言われる新田長次郎，加藤彰廉，加藤
拓川の絶妙な連係プレーが功を奏したと言えよう。
事の発端は，松山高等学校の教授・北川淳一郎氏が商業学校の設立を提案
し，そのことを聞かされていた伊予鉄道の井上要氏が松山に戻った拓川に相談
したところ，急に乗り気になり，北予中学の校長で元国会議員の加藤彰廉氏に
予算などを相談した。15万円で何とか設立可能と試算され，半分は県の補助
が見込まれた。残りの半分を松山出身の実業家・新田長次郎に依頼することに
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なり，拓川は大阪の長次郎を訪ねることになった。
このかけあいは有名なエピソードだが，座敷に招き上げられた拓川に長次郎
は先ず茶を出したところ，拓川は「これはまずい茶だね」と言い，部屋を見廻
して「この掛軸も大したものじゃないなあ」とさんざんけなしたが，長次郎は
ニコニコしている。そこで，おもむろに拓川は「郷里に商業学校を建てること
になったが，金を出さぬと君も値打ちが下がるよ」と切り出し，長次郎は即座
に「出しましょう」と快諾したとのこと。この落語のような呼吸は，長年培わ
れた友情と信頼関係があったからこそであろう。
ところが，財政難を理由に県は補助を断ってきた。困った拓川は再度長次郎
に相談したところ，「それも出しましょう」と15万円を請け負った。長次郎の
太っ腹に感心して帰った拓川に致命的とも思える難題がまたまた突きつけられ
てきた。中央の政策で，学校の乱立を防ぐという理由で設立資金の下限を30
万円にするという通達がなされ，これには諦めるしかなく，拓川はまた大阪に
出かけ「折角骨を折ってもらったのに申し訳ない，諦めてくれ」と謝ったとこ
ろ，長次郎は「それも引き受けるわい」と言い出したのには，拓川も仰天，最
終的には約50万円の大金を投げ出すことになった。今の何十億になるのか，
いくら大実業家と言えどもなかなか出来るものではない。しかも，長次郎は二
つの条件を拓川に提示した。一つは自分は一切学校の経営に口を出さぬこと。
二つ目は卒業生を自分の会社に就職させぬこと。就職口がひとつ確保できると
なれば学生は安きに流れてしまうという理由からであった。これには拓川も驚
かされたと言う。それにしてもこの時代は何と志の高い，清廉な人が多かった
のだろうか。
加藤彰廉が初代校長に就いたが，彼が抜けた北豫中学校の校長ポストに，今
度は秋山好古が就任する。好古もまた清廉無欲の人と言わねばならない。元帥
の称号の授与を断った陸軍大将で教育総監という陸軍トップの地位から，地方
の中学校長に就任した。さすが騎兵隊の祖で，馬好きだった好古は，自宅から
馬に乗って学校へ出勤。それも一日も休まず，時間も厳守，好古の馬が通り過
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ぎると，町の人は時計の針を合わせたというエピソードさえ残っている。金に
困った知人と出会うと好古はもらったばかりの給料を袋ごとポンと渡したとい
う。
質素な借家に帰ると一風呂浴びて，庭の籐椅子に座って，松山城をながめな
がら酒を飲むのが日課だったと言う。私の手元に好古から拓川に宛てた毛筆の
手紙が10通ほどあるが，彼の書からは，豪放磊落な人柄が百年の時空を越え
て伝わってくるのである。
好古と拓川は幼い頃からの生涯の友であったが，好古と長次郎も，最も心を
許せる親友の間柄だった。
私はこの時代の人々の志の高い熱い心，イデオロギーに凝り固まらない幅広
い見識，そして何よりも無私の友情が日本を動かした原動力ではなかったかと
思う。長次郎と拓川の深い友情と志が松山大学の土台を築いたと言える。現代
は，この時代に比べて社会構造は非常に複雑になっており，電子機器の導入な
どで物や情報の洪水の中で自分の座標の確立や素朴な人間関係の構築が難しく
なってきている。今，失われていきつつある大切なもの，組織や人間関係のダ
イナミズムみたいなものを，幕末から明治大正にかけての人々の生き様と心意
気の中にはっきりと見ることができる。高い志などどこにも見当たらない低迷
する現代の政治。腐敗しつつある組織を見るにつけ，今こそ私利私欲を捨てて，
我々の立っている日本という国の土台を命がけでけんめいに築いていった人々
に思いを馳せる時ではないかと思えてならない。
最後に，ここ数年来，祖父拓川のことで松山大学，特に法学部の諸先生方に
は大変お世話になりました。また，拓川の情報収集や研究では第一人者の法学
部准教授の今村暢好先生からは詳細を極める加藤拓川略年譜を作成頂き，様々
な資料と共にお送り頂き大変参考になりました。ここに皆様方に暑く御礼申し
上げます。
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2．加藤拓川翁略年譜
法学部准教授 今 村 暢 好
加藤拓川翁の人と業績を知る上で，まずはその略歴をまとめ明らかにしてい
きたい。
本年譜は，当初は本学「法学部ホームページ」に公開することを目的として，
個人研究の一環で「略年譜」の作成を始めたものであった。正岡明先生所有の
拓川翁の各「辞令」などの直接資料を確認させて戴いたことが全てのきっかけ
となっている。2016年6月時点で一応のまとまりを得たので，概略的な年譜
を同ホームページに公開している。
しかしながら，少しずつとはいえ，継続的に拓川翁の調査を続けていること
で多くの情報を発見することができた。官報ほか数多くの公文書，他者の日記
や，司法省法学校をはじめとする各機関の資料・情報も確認できた。その上で，
原典である拓川集を再確認すると，さらなる事実が数々浮き上がってきたので，
法学部創設30周年記念を機に大幅に情報を付け加えることとした。
歴史学の素養に乏しい人間が作成しているために，多分に粗雑な説明が混在
している点をご容赦戴きたい。現時点で公開されている拓川翁の年譜として
は，拓川集を除いて最も詳細なものになったはずである。既に分量的には「略
年譜」の域を超えているかもしれないが，第一次大戦前後の激動の時代を駆け
抜けた拓川翁の活躍からすれば，やはり部分的な紹介に留まっているので，
「略年譜」として公表させていただくことにしたい。
この略年譜には，拓川翁に関わる出来事が記されているが，同時に拓川翁と
深く関わる人物の重要事項についても簡単に紹介している。特に，司法省法学
校の同期生の親友で後に首相となる原敬と，藩校の明教館で同期の親友である
秋山好古については，略年譜上で二桁以上の交流・親交があるので，両名の重
要事項についても掲載した。このほか，拓川翁が，給料から飲み代を差し引い
た全てを送金し続けたと言われるぐらい資金援助をしていた，甥の正岡子規に
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ついても重要事項を載せている。
拓川翁の略歴・年譜を作成して分かったことは数々あるが，それらについて
は，また別の機会に紹介させて戴くつもりである。拓川翁は，人との繫がりで
羽ばたいたと言っても過言ではない。中でも，司法省法学校での同窓生との繫
がりは，人生を決定づけたと評することが出来るであろう。法律学を学ぶ者と
しては，「司法省法学校」の名称それ自体で心惹かれるところがある。正則科
2期生同期に，刑法起草委員の古賀廉造博士がいて，また，拓川翁達が賄い征伐
で放校された後の補充追加された2期生として，民法起草委員の梅謙次郎博士
がいる。何より拓川翁がこの2名とその後も交流が深かったことに，胸が躍ら
ないはずがない。正岡明先生の保有される拓川翁の資料の収集中に，梅謙次郎
博士のサイン入り写真名刺の現物を見たときの感動はひとしおであった（妹尾
克敏教授と共同で拓川翁の名刺アルバムを調査中に，同教授が発見された。）。
これを機に，司法省法学校についても調査範囲を拡げたことは言うまでもない。
まさに，拓川翁は司馬遼太郎著『坂の上の雲』の時代を駆け抜けた人物であ
り，このような人物が松山市の出身であること，そして，本学設立に尽力下
さったことにただただ感謝するのみである。この年譜が，ご覧になる皆様方の
探究心を高め，または御研究の手がかりになれば幸いである。
年齢 年次 加藤恒忠（拓川） 経歴・出来事 等
0 1859年 旧暦1月22日 松山市湊町4丁目19番にて，漢学者の父・大原有恒（観
山），母・（旧姓・歌原）しげの三男として幼名・忠三郎（後の恒忠）が
出生。
7 1867年 9月17日 長姉・八重の長男として正岡常規（子規）が松山にて出生。
11 1870年 伊予松山藩の藩校・明教館に入校。（秋山好古も入校。）
旧暦10月1日 長姉・八重に正岡律が松山にて出生。
16 1875年 4月11日（6日との説も） 父・大原観山が逝去（57歳）。
9月23日 上京のために松山を出発し30日に入京する。
10月 岡鹿門（千仭）の漢学塾・綏猷堂へ井手正鄰とともに入門。のちに
塾頭になり，翌年退塾。
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17 1876年 7月3～7日 司法省法学校の第2期生募集の通達（3月5日発令）に基
づき入学試験を実施。
7月29日 司法省法学校に合格。「法学生徒」辞令が合格者に交付される。
9月9日 司法省法学校（正則科・第2期生）に入学。（受験生1，000名程度
の中から，親友で首相となる原敬や後に刑法起草委員となる古賀廉造など104名が2期
生として同期入学。）
19 1878年 夏季休暇中に，原敬，陸羯南，国分青厓，福本日南で富士山を登山。
20 1879年 1月13日 伯父の加藤家の養子となり，加藤家を再興し，大原忠三郎から
加藤恒忠となる。
2月 司法省法学校内において第2期生の友人とともに「賄征伐事件」を
起こす。司法卿との会談にまで至るが，その行為により関係学生は，法
学校長より放校処分となる。拓川翁のほか，学生総代の一人であった原
敬をはじめ，陸羯南，国分青厓，福本日南ら16名の正則科第2期生が
退学。（この退学者補充として，後に民法起草委員となる梅謙次郎や手
塚太郎が，正則科第2期生の補欠試験で入学。）
3月 中江篤介（兆民）の仏学塾に入塾。原敬も入塾。
9月 中本章三とともに「兵士の友」を創刊。
21 1880年 3月 甥・子規が松山中学校（旧・明教館）に入学。（1895年同校に夏目金之助（漱石）が
赴任。）
22 1881年 3月 「兵士の友」12号で廃刊となる。
23 1882年 2月 仏学塾に入塾。
8月1日 松山に帰る。
久松定謨（伊予松山藩主の久松家当主）にフランス語を教授。
10月5日 原敬と会見。
10月9日 原敬，国分青厓と会食。
11月21日 原敬が準奏任官御用掛の外務省交信局勤務となる。
24 1883年 3月10日 ボアソナード夫人を訪れる。
6月1日 甥・正岡子規からの書に返事をする。
6月14日 岡鹿門と原敬を訪れる。
この6月下旬，拓川の指示により，子規が陸羯南を四谷に訪ね面会をする。
6月15日 甥・子規が松山より上京し泊まる。後に共立学校に入学。
6月18日 中江兆民を訪れる。
7月24・25・30日 古賀廉造（司法省法学校での同級生，後の刑法起草
委員）が松山に来る。27日に松山城に登る。
10月14日 原敬の出張（汽船志摩丸）を見送りに横濱港まで行く［原日記
①39］。
11月10日 久松定謨とともにフランス留学に横濱港を出発（フランス郵
船タイナス号）。子規や羯南も見送りに来る。
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25 1884年 1月12日 インド洋，スエズ，マルセイユを経てフランス・パリに到着。
パリにおいて法科単科大学と私立政治学校に入学。
9月 甥・子規が大学予備門に入学。
26 1885年 5月9日 天津駐在の原敬が外務省より書記官を拝命し，フランス助勤を命ぜられる［原
日記①211］。
12月2日 フランス公使館勤務の外務省書記官としてパリに到着する原
敬を，停車場にて宇川盛三郎書記生らとともに迎える［原日記①211］。
27 1886年 3月10日 原敬がフランス公使館の書記生採用の件について外務省に発
電［原日記①256］。
6月15日 原敬の斡旋により外務省交際官試補（奏任官五等と後日判明）
に任ぜられ，フランス公使館在勤を仰せ付かる［辞令］。
6月17日 交際官試補採用に関わる官等俸給記載が不明なために，原敬
が外務省に電報で問い合わせる［原日記①273］。
6月19日 外務省より原敬宛の返電があり，加藤恒忠交際官試補の官等
は奏任官五等，俸給は年俸450磅（Pound）。
7月3日 岩下清周らとともにフランスの日本人会の役員となる。会長は
原敬［原日記①277］。
8月10日 フランス公使館に司法省法学校2期生の田島彦四郎が交際官
試補として着任。司法省法学校の同期生が原敬を含めて3人勤務するこ
とになる［原日記①281］。
28 1887年 1月16日 ベルギー国へ19日まで出張［原日記①304］。
3月20日 原敬がボアソナード妻らを招いて晩餐（6月19日にも同様の
晩餐）。
11月23日より田中不二麿公使（後の司法卿）に随行しスペイン，ポルト
ガルに出張。
12月2日 田中公使と随行し，スペインにて摂政皇后，大統領に謁見。
翌日，大臣や府知事と会見。
12月10日 スペインのイザベラ親王に謁見。
12月11日 スペイン首都マドリッドを出発し，12日にポルトガル首都リ
スボンに到着。
12月29日 ポルトガル国王，皇后，第二皇子殿下と謁見。
29 1888年 1月6日 スペイン・マドリッドを4日に出発し，パリに帰任。
4月5日 ベルギー・ブリュッセルに到着［原日記①380］。
4月9日 原敬が西園寺公望公使への書類送付について拓川に電報を送
る。
4月11～14日 ベルギー・ブリュッセルにて駐ベルギー兼任公使の西園
寺公望と事務引継を行う。以後，西園寺侯と親交を深める。18日にパリ
に帰任。
4月末 本野一郎，岩下清周らと交友を深める。
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5月4日 ベルギー王国皇帝陛下より叙勲される［原日記①384］。
7月7日 ベルギー王国皇帝陛下より贈与されたレオポール勲章シュワリ
エーが受領され佩用が允許される［官報1508号］。
8月1日 西園寺公使と晩餐。
8月15～30日 田中公使随伴としてベルギーへ向け出発［原日記①395］。
8月21日 中給俸下賜の辞令がフランス公使館に届く［原日記①396］。
10月13日 田中公使随伴としてスペイン，ポルトガル出張のためにパリ
を出発。
11月29日～12月1日 バルセロナにて博覧会を訪れる。2日にバルセロ
ナを出発。
12月3日 フランス・リヨンに到着。
12月4日 リヨンにてリヨン大学に在籍している本野一郎と梅謙次郎（後
の民法起草委員）の2名の友人と会い，夕食を共にする［名刺］。
12月6日 田中公使随伴出張よりパリに帰任。
（この年，新田長次郎（31）が，わが国で初めて伝動用革ベルトの製造に成功する。）
30 1889年 1月19日 原敬主催の晩餐会に出席。山県有朋伯爵や元老院議官・船越
衛や公使館職員も出席。
2月22日 原敬が4年間のパリ公使館勤務を終えパリを発ち，4月19日に帰国。
5月5日 パリからロンドン出張に行き，7月8日にパリに帰任する。
7月26日 パリからブリュッセル経由で28日にベルリンに到着。
8月 ドイツのザクセン州ライプツィヒにて，梅謙次郎博士（リヨン大学
で博士号取得後にベルリン大学に移籍，後の民法典起草委員）と遊ぶ。
9月30日にベルリンを離れる。
10月1日 ベルギー・ブリュッセルに到着し，10月4日パリに向けて出
発。
31 1890年 1月3・6・13日 秋山好古（サン・シール陸軍士官学校に留学中）を
訪れる。
1月20日 パリを出発し，21日モンテカルロにて進水式に出席。
1月24～26日 西園寺公望公使とモンテカルローにて交遊する。
2月7日 パリに帰任し同日入院。
2月23日 西園寺公使が来視。24日には秋山好古が来視。
3月5日 退院。
3月7日 田中公使宅で西園寺公使らと晩餐。
3月12日 秋山好古大尉らとツール府（歩兵連隊所属）に久松定謨伯を
訪れる。
3月22・24日，4月4日 久松伯が来訪する。
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3月28日 古賀廉造（司法省法学校同期生，後の刑法起草委員）が来訪
し，フランスのサン・クルーで遊ぶ。30日にも同氏が来訪。
4月3日 秋山好古が来訪。10日には同氏とベルサイユにて会う。
4月18・19日 仙波太郎（同郷，のちに陸軍中将）が来訪。
4月30日 秋月左都夫（司法省法学校同期生，後に講和会議の全権顧問）
らが公使宅を訪れ，また古賀廉造らを訪れた。
5月5日，6月21日 秋山好古と会う。
7月2日 西園寺公使が来訪。31日には，同氏を訪れる。
9月2・8日 西園寺公使が来訪。
（9月 甥・子規が帝国大学文科大学哲学科に入学（のちに国文科に転科）。）
11月3日 秋山好古大尉らと公使館にて徹夜で晩餐。
11月6日 帰朝命令が発令［官報2208号］。
11月26日以降12月 エミール・ゾラの作品に傾倒する。
11月28～30日 秋山好古が来訪。
12月13・21日 秋山好古が来訪，20日に本野一郎，24日に久松伯爵が
来訪。
12月26日 帰朝命令を受けて帰国に向けパリを出発。
32 1891年 2月6日 神戸着，8日に横濱に到着し帰国（正岡子規らに迎えられる）。
3月6日 パリ在勤を免じられ，公使館書記官（奏任官四等）に任ぜられ，
総務局政務課勤務を命じられる［官報2303号］。
8月16日 外務省参事官（政務局勤務）に任ぜられる［辞令・官報2440号］。
10月30日 外務大臣秘書官に任ぜられる［官報2503号］。
12月5日 正七位に叙任される［官報2532号］。
33 1892年 1月2日 松方正義首相，田中不二麿法務大臣を訪う。
3月7日 秋山好古と，19日に原敬の新居で，20日に陸羯南らと会合。
3月29日 公使館書記官フランス在勤を任ぜられる［官報2623号］。
4月22日 東京発，24日に三津浜着。5月12日に三津浜発，19日東京
着。
5月21日 西園寺侯を訪れ酒会。
5月24日 司法省法学校同窓放校生による送別会（原敬，陸羯南，国分
青厓ら8名）。
5月31日，6月2日 「濱の家」に西園寺侯らを招待。
6月5日 フランスに向け東京発（7日に神戸発）。
7月17日 フランス・パリに到着し，野村靖・フランス公使に着任報告。
7月20日 仏外務大臣アレクサンドル・リボーに謁見。
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8月より年末まで，ポルトガル総領事引揚げに関連しパリ・リスボン間を
複数回往復。
8月1日 司法省法学校同期生・寺尾享（後の東京帝国大学教授・博士）
が来訪。
8月3日 寺尾享とともにベルギーへ。5日 ベルギー・オステンドにて
遊ぶ。
11月8日 フランス共和国政府より贈与されたレヂヨンドノール第五等
勲章が受領され佩用が允許される［官報2818号］。
11月13日 セビッチ・ロシア公使を訪い，翌日ロシア公使が来訪し，ポ
ルトガル事件の密話をする。
11月14日 従六位に叙任される。
11月15日 ポルトガル事件機密第30号を発送。
11月18日 フランス公使館付海軍武官・瓜生外吉海軍大佐が来訪。
11月19日 午前，公使に随行して仏外相アレクサンドル・リボーとポル
トガル事件について話す。午後，ポルトガルに向かうためパリ発。
11月21日 ポルトガル・リスボン着。
11月22・30日，12月5日にポルトガル外相などと面会する。
12月8日 マドリッド発，9日にパリ着。
34 1893年 2月13・14日 スペイン王国摂政皇后陛下より贈与されたイザベル・
ラ・カトリク勲章シュワリエーが受領され佩用が允許される［官報2886
号］。
3月18日 野村靖公使，栗野慎一郎・政務局長が帰任したためにフランス
公使館の代理公使となる。
8月末 新田長次郎がヨーロッパ視察中に三井物産の長谷川銈五郎からの
紹介でフランス公使館を訪れ面会する。諏訪秀太郎を通訳（案内役）と
して紹介し，新田長次郎はパリに11日間滞在する。
9月11日 曾禰荒助公使（のちの司法，大蔵，外務大臣）がフランス公使館
に着任。
11月10日 公使館二等書記官（高等官五等）に任ぜられる［官報3112号］。
11月15日 曾禰公使とパリ発，16日マドリッド着。
11月22日 スペイン王国摂政皇后に謁見，首相，外相を訪問。
11月28日 マドリッド発，29日リスボン着。
12月4日 ポルトガル外務大臣と面会，7日 ポルトガル国王及び皇后
両陛下と謁見。
12月13日 リスボン発，18日パリ着。
（甥・子規が帝国大学を中途退学。）
35 1894年 1月2日 スペイン王国イザベラ陛下に謁見。
5月18日 小松宮殿下が来着。
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7月1日 マリー・フランソワ・サディ・カルノー・フランス大統領の葬
式に参列。
7月3日 ジャン・カジミール＝ペリエ新フランス大統領も葬儀に参列。
12月8日 第1回日仏条約改正会議に出席。
36 1895年 5月26日 ロンドンへ出張。
11月5日 パリでブラジル条約（日伯修好通商航海条約）調印に参加。
国交を樹立。
（甥・子規が中国へ従軍記者として航るものの1ヶ月程度で帰国。）
37 1896年 4月17日 伏見宮殿下がパリに帰着。
8月4日 日仏改正条約調印に参加。
（8月6日 好古が陸軍乗馬学校長に就任。）
10月9日 公使館一等書記官（高等官四等）に任ぜられる［官報3987号］。
10月12日 パリ万国博覧会臨時博覧会事務局の臨時博覧会事務官を仰せ
付かる［官報3989号］。
10月30日 正六位に叙任される［官報4004号］。
38 1897年 3月10日 パリ発，4月22日 横濱に到着し帰国。
4月30日 外務書記官兼外務大臣秘書官に任ぜられ，高等官四等に叙任
される［官報4146号］。
4月30日（5月1日） 大臣官房秘書課長兼大臣官房記録課長および官報
報告主任を命ぜられる［官報4147号］。
7月8日 統計主任を命ぜられる［官報4205号］。
8月19日 樫村清徳（医師・元東大教授）の長女・壽（ヒサ）と結婚。
10月16日 兼大臣官房庶務課長に任ぜられる［官報4290号］。
39 1898年 4月6日 勲五等旭日雙光章が授賜される（条約改正の功）。
10月9日 長男・十九郎が出生（19日生まれとの記載も有り［拾・附7］）。
11月7日 高等官三等に叙任される［辞令］。
12月22日 従五位に叙任される［官報4646号］。
40 1899年 4月17日 文官懲戒令に基づく文官普通懲戒委員を命じられる［辞令］。
41 1900年 5月21日 外務省総務局人事課長を命じられる（分課規程改正）［官報5063
号］。
6月10日 次男・六十郎が出生。
10月2日 弁理公使，兼任外務書記官に任ぜられ，総務局人事課長を命
ぜられる（同時に高等官二等に叙任される）［官報5178号］。
12月25日 正五位に叙任される［官報5247号］。
（好古が北清事変のため中国へ向かう。）
42 1901年 2月4日 臨時勲功調査委員を命じられる［辞令］。
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6月27日 勲四等瑞寳章が授賜される（定期叙勲）［官報5395号］。
10月4日 フランス共和国政府よりレジョンドノール勲章コマンドール
が授与され佩用が允許される［官報5488号］。
10月4日 スペイン王国皇帝陛下より授与されたイザベル・ラ・カト
リック勲章グラン・クロワーを受領し，佩用が允許される［官報5488号］。
43 1902年 2月7日 特命全権公使に任ぜられベルギー駐䎥を仰せ付かる［官報5577
号］。
3月18日 右膝下の整脈炎により赤十字病院に4月21日まで入院。
3月21日 久松伯爵，珍田捨巳，原敬夫人，22日 新田長次郎・代理井
上利三郎，30日 梅謙次郎，4月11日 原敬，16日 新田長次郎（ミ
カン），秋山好古夫人（リンゴ），原敬，21日 新田長次郎，などが赤
十字病院に見舞いに来る。
5月3日 ベルギーに向け横濱を出発。
7月4日 ベルギー・ブリュッセルに到着し着任。
5月18日 三男・忠三郎が出生（のちに正岡家を継ぐ）。
9月19日 甥・子規が死去（34歳11ヶ月）。
10月 妻・ヒサが十九郎を連れてベルギー到着。
12月28日 旭日小綬章および金千圓が授賜される（北清事変の功）［官報
5848号］。
44 1903年 4月13日 母・しげ死去（77歳）。
（原敬が大阪新報の社長となる。）
45 1904年 2月8日 日本海軍によるロシア帝国海軍艦隊への旅順口攻撃により日露戦争が開戦。
2月10日 日本がロシアに対し宣戦布告。
2月11日 ベルギー政府に対露宣戦布告を伝え，中立堅持を要請する。
6月5日 長女・あやがブリュッセルにて出生。
8月 片山潜が第二インターナショナルの第6回アムステルダム大会に出
席した帰りに，駐ベルギー公使館に拓川を訪問。
（好古が日露戦争へと出発し，騎兵第1旅団長としてロシア軍と戦い，歴史に残る戦果を
挙げる。）
46 1905年 1月19日 万国海事会議委員（参列）を仰せ付かる［辞令］。
6月24日 勲三等瑞寳章が授賜される（定期叙勲）［官報6595号］。
47 1906年 1月31日 従四位に叙任される［官報6774号］。
4月1日 勲二等瑞寳章及び金八百圓が授賜される（日露戦役）［辞令，官
報号外1907年3月31日号］。
4月24日 スペイン王国皇帝陛下結婚式に特派使節として夫妻で参列を
仰せ付かる［官報6843号］。
7月 スイス・ジュネーブでの第2回万国赤十字条約改正会議に日本全権
委員として出席。
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7月6日 日本国および韓国の両国皇帝に代わり特命全権公使として赤十
字改正条約および最終議定書に調印。
8月17日 林董外務大臣から条約調印に際して韓国皇帝に代わり調印し
た件につき批難を受ける。（この結果，韓国統監の伊藤博文の意に反す
ることになる。）
11月2日 ベルギー王国皇帝陛下より贈与されたレオボール勲章グラン
クロアーを受領し佩用が允許される［官報7012号］。
12月 帰朝命令（10月）を受けて妻子とともに帰国。
（原敬が大阪新報を退社し，第1次西園寺内閣で内務大臣となる。）
48 1907年 2月1日 スペイン王国皇帝陛下より贈与されたシャール・トロワー第一
等勲章を受領し佩用が允許される［官報7200号］。
5月9日 外務省を依願退職。
5月から6月に朝鮮，北中国を旅行。
49 1908年 1月 岩崎一高（のちの第6代松山市長），井上要（伊予鉄道社長）らより
衆議院議員選挙候補への勧誘を受ける。
3月30日 正四位に叙任される［官報7425号］。
4月 大阪新報の客員となる。
4月15日 衆議院議員選挙への立候補を表明。
5月13日 松山に帰る。
5月14日 次女・たへ出生。
5月15日 第10回 衆議院議員選挙が実施され愛媛県松山選挙区にて当
選。（第1次西園寺公望内閣時での選挙となり過半数に迫る187議席を西園寺侯の政友
会が獲得。）
5月 兵庫県西宮町夙川に転居。
50 1909年 3月5日 衆議院「外交文書公表ニ関スル建議案委員会」で互選により委
員長となる。
3月14日 衆議院本会議で「外交文書公表ニ関スル建議案」を提出し理
由説明。
7月1日 原敬らの要請を受けて大阪新報の社長に就任。
北浜銀行の取締役に就任。
51 1910年 3月15日 衆議院本会議に「外交文書及国際交渉事件ノ秘密ニ関スル質
問」を提出。
3月16日 銀杯壹箇が授賜される。
52 1911年 5月13日から朝鮮旅行。
予讃鉄道敷設に奔走。
8月3日 大阪新報の新社屋落成。
53 1912年 5月15日 衆議院議員任期満了。
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5月27日 貴族院議員（勅選）に選任［官報8680号］。
10月2日より九州出張，22日より四国出張（11月1日に道後に宿泊）。
54 1913年 1月2日 新田長次郎および妻児とともに和歌山県琴ノ浦，黒江に行く。
4月29日 山本権兵衛総理大臣より宴に招かれる。
5月3日 貴族院視察団の一員として中国視察に出発。
5月17日 黎元洪（のちの中華民国大総統）らと会う。
5月27日 袁世凱総統（のちの中華民国大総統）らと会う。
6月20日 神戸着。
7月3日 貴族院報告会（中国視察について）に臨む。
8月9日 淡輪に行き新田長次郎の招待を受ける。
9月2日 陸羯南追悼会に参加。
55 1914年 4月8日 三男の忠三郎が正岡律と養子縁組される。
4月22日 北浜銀行取り付け騒ぎが起きる（北浜銀行は大阪新報の取引
銀行）。
7月 大阪新報乗っ取りの動きがある。
8月9日 原敬と協議し，大阪新報は政友会の機関誌となる。
8月19日 北浜銀行閉鎖。
8月24日 大阪新報の後任者・吉植庄一郎と引き継ぎ。
9月19日 甥・正岡子規の十三周忌に出席。
56 1915年 3月1・26日 北浜銀行頭取の裁判のため大阪地裁に証人として出廷。
4月1日 旭日重光章が授賜される［拾・附11］。
4月27日，5月12日 秋山好古らと会う。
5月28日 西園寺公望（陶庵）侯を訪問。
9月3日 原敬を訪問。
9月19日 田邊翁葬式にて新田長次郎，秋山好古らと一緒になる。20日
に新田長次郎を訪れる。
10月27日 原敬らを訪れる。
11月15日 新田長次郎と秋山好古と夕飯。
11月19日 吉植庄一郎と会談して，大阪新報を退社。
12月2日 白川福儀（元・第2代松山市長）北豫中学校長と会談。
12月15日 原敬，秋山好古を訪問，23日 新田長次郎を訪問，30日
好古を訪問。
57 1916年 1月4日 白川福儀・北豫中学校長死去。これにより後任校長問題が生じ
る。
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1月9日 加藤彰廉（元衆議院議員，元大阪商業高等学校長）を訪れ，23
日同彰廉と半日対談。2月24日 彰廉會を開くなど尽力し，その結果，
北豫中学校長後任校長就任要請に対して受諾を得る。
3月3日 秋山好古来訪，4日 新田長次郎来訪。
3月18日 新田記念會に参加。
5月 北京，天津，南京など中国視察旅行。
（8月 好古が朝鮮駐剳軍司令官となり，11月に陸軍大将となる。）
58 1917年 2月13日 ローマ各国議員商事委員会に向けて貴族院側の委員となる。
3月 ハルピン－イルクーツク経由でヨーロッパに渡る。
4月12日 イギリス・ロンドンにてイギリス封鎖大臣ロバート・セシル
卿と会見。
4月29日 ソルボンヌ大学で講演。
5月17・18日 ローマ商事委員会に出席。
10月1日 帰国。
12月15日 錦鶏間祗候を仰せ付かる［官報1613号］。
59 1918年 3月15日 貴族院令改正会議に改正案を提出（第一読会で演説）。
3月31日 犬養毅（木堂）議員を訪問。
5月15・18日 西園寺公望（陶庵）を訪問。
5月21日 中国視察に神戸港より出発。
6月3日 段祺瑞首相を訪問する。
6月27日 中国より青島経由で帰国。
9月4日 新田長次郎が来京し，秋山好古と鼎飲。
9月14日 林公使を迎え，19日 中村公使の晩餐に出席し，本野一郎宅
を訪れる。
9月18日 正岡子規の十七回忌。
（9月29日 原敬が内閣総理大臣に就任。）
10月1日 西園寺公望侯を訪れる。
10月29日 議会，遣英委員報告会。
11月29日 牧野伸顕・元外務大臣とともにパリ講和会議について西園寺
公望を訪問。30日に内田康哉・外務大臣を訪問。
12月10日 パリ講和会議随員（嘱託）として，牧野伸顕・次席全権とと
もにパリに向け天洋丸にて出国（西園寺公望・首席全権は1月14日に出発）。
60 1919年 1月12日 パリに到着。
1月18日 講和開会式出席。牧野伸顕全権到着，第一回講和総会に出席。
2月11日 金杯壹箇が授賜され（多年の貴族院議員での勲労不尠より），
12日に受領する［辞令］。
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2月25日 講和会議ベルギー事件委員会第1回。
2月27日 西園寺侯がパリに到着。
4月5日 秋月左都夫，9日に次男・六十郎がパリに到着。
4月15日 西園寺侯の試食会に参加。
4月29日 講和会議で青島問題が決着。
5月19・20日 ベルギー・ブリュッセルにて万国議員商事委員会に出席。
5月28日 内田康哉・外相より，オムスク駐在の臨時特命全権大使内定
と帰国命令の電報を受ける。
5月29日 西園寺侯の晩餐会に参加後に珍田捨巳全権委員を訪れる。
6月1～3日 フランス・セーブルに西園寺侯と移動し遊ぶ。
6月10日 帰国に向け次男・六十郎とともにパリを出発する（賀茂丸）。
7月29日 ロンドン，コロンボ，香港を経由して神戸に帰国。
7月31日 原敬首相，内田康哉外相に報告。
8月12日 特命全権大使に任ぜられ，シベリア出張を仰せ付かる［官報
2107号］。同時に，錦鶏間祗候を免ぜられる［官報2111号］。
8月15日 政友茶話会，白耳義会，16日 参謀本部会に参加。
9月1・16日 原敬首相と午餐や晩餐，8・13日に西園寺侯と晩餐。
9月8日 首相官邸において，原敬首相，田中義一陸相，加藤友三郎海相，
大井成元司令官と会議。
9月21日 敦賀より出国。
10月13日 ハルピンを経由してオムスクに到着。
10月17日 アレクサンドル・コルチャーク（白軍総司令官，元黒海艦隊
司令長官）と会見。
10月31日 天長節の祝宴を開き，オムスク政府の首相，外相，蔵相，イ
ギリス大使，イギリス将軍，イギリス代表者が参加する。
11月6日 イギリス代表者とオムスク外相を訪れる。
11月7日 夜にオムスク外相が来訪し，撤退開始の報告を受ける。
11月10日 朝に列車でオムスクを立つ。
11月28日 夕にイルクーツクに到着。
12月13日 チタ民団代表と会見。
12月24日 滞在地域で変乱が起きる。
12月25日 勲一等瑞寳章が授賜される［官報2220号］（28日）。
61 1920年 1月10日 チタに到着。
1月11日 グリゴリー・セミョーノフ（ザバイカルの統領）と会見，ラ
ムソンが同席。
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1月17日 ハルピンに到着。
1月19・21日 ドミトリー・ホルワット将軍ほかトレチャーク，ラムソ
ン等と会見。
1月22日 ニコライ・ゴンダッチ等と会見。
1月26日 奉天に到着。
1月27日 張作霖と会見し晩餐に参加［資料3⑴参照］。
1月28日 午前に奉天を発車。
1月30日 下関に帰国，翌31日午後2時に帰京。
1月31日 議会にて原首相，内田外相と会見。
2月3日 閣議報告会。
2月4日 ロシア大使と会見。
2月8日 アメリカ大使とロシア大使と会見。
2月10日 山縣有朋公爵を，11日に西園寺侯爵を訪れる。
2月18日 アレクサンドル・コルチャーク提督追悼式。
2月28日 秋山大将を，29日に山縣公を訪れる。
3月23日 偕楽園にて法學同窓会。
4月23日 帰省し，30日に道後泊，8日に帰京。
5月14日 秋山大将が来飲し，16日にモリス米大使を送り，西園寺侯を
尋ねる。
6月16日 内田公使の晩餐，翌17日に外相の午餐に参加。
6月28日 講和記念会。
7月2日 講和報告会。
7月26日 紅葉館に原首相を招待。
7月27日 仏学塾同窓会。
8月31日 午後2時半に六十郎死去。墓所は東京港区三田の濟海寺（20歳。
同日に妻・壽が天理教へ入信）。
9月7日 金杯一組が授賜される（対独平和条約締結の功）。
9月21日 北中国へ旅行に出発。26日に神戸を嘉義丸で出帆。
9月24日 特命全権大使を免じられる［辞令］。
10月3日 ハルピン着，7日に奉天着，11日に北京着。
10月15日 左足の痛みで入院。25日に退院。
11月31日 天津発，11月4日に門司港着，8日に帰宅。
12月9日 帰省に出発し，12日に道後に宿泊，19日に帰京。
12月22日 北豫中学協議会に出席。
62 1921年 1月29日 議院商事会の晩餐に参加。
328 松山大学論集 第30巻 第5－1号
3月21・31日 原敬首相晩餐に参加。
4月3日 秋山大将を訪れる。
4月18日 外事談話会。
4月23日 外務省事務を嘱託される［辞令］。
4月27日 東京を出発し，南中国を旅行に向かう。
5月6日 香港着。30日に上海着。6月2日に杭州を見学。11日に神戸
着。
6月27日 原敬首相を訪れる。翌28日は講和記念会。
7月10日 西園寺公を送る。
8月13日 秋山大将と鵠沼に行く。24日には西園寺公を訪れる。
9月 原敬首相よりワシントン会議の全権委員の就任要請を受けるが拒
絶。
9月12日 国際連盟協会の学堂講和（役員として国際連盟の思想普及）。
11月1日 秋山好古，新田長次郎と鼎酌。
11月4日 原敬首相が東京駅で暗殺される（享年66歳）。
11月6日 原敬首相の通夜。
11月8日 盛岡に行き，雪の中の原敬首相の葬儀出席。
11月28日 法學同窓会に出席。
11月29日 西園寺公を送る。
12月22日 原敬首相四十九日追悼会，およびフランス首相晩餐会に出
席。
63 1922年 この頃より，食事時に異常を覚える（のちに喉頭癌と判明）。
1月 日本の国際連盟協会愛媛支部が発足し会長となる。
1月5日より帰省。7日に道後に宿泊，8日に三津浜，16日帰京。
1月17日 大隈重信侯の晩餐，22日に内田外相の晩餐。
1月30日 横濱で全権大使の徳川家達公を迎える。2月13・15日にも同
席。
2月18日 岩崎一高（のちの第6代松山市長）が来訪。法學同窓会に参
加。
2月19日 国分青厓が来話。
3月3日 床次竹二郎内務大臣と晩餐。
3月10日 精養軒で勝田主計（同郷の中学の後輩，翌々年に大蔵大臣）と
晩酌。
3月5日 井上久吉（松山市議会議長），重松清行（後に拓川が市長時の
助役），岩崎一高らより松山市長就任を懇請されるも辞退。
3月から4月 秋山好古，新田長次郎などからも市長就任を懇望される。
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4月4日 新田長次郎らと会見。
4月12日 松山市長の就任を決意し午後2時に三津にて詮衡委員に通知。
4月14日 宇品から青島，済南旅行へ出発し，5月1日に門司港に帰国。
5月4日 琴浦を訪問。7日に帰宅。
5月8日 内田康哉伯と会見。23日に新田長次郎が来訪し，東京を出発。
5月26日 愛媛県松山市の高浜に到着。第5代の松山市長に就任。
6月3日 松山市議会で市長就任の挨拶。
6月17日より上京して，松山城趾問題に奔走し，久松家が陸軍省より払い
下げを受け同時に松山市に寄附。
6月より，松山高等商業学校の設立に向けて積極的に動く。
7月20・21日 白川義則（明教館出身）中将が来訪。
8月4日 新田長次郎が来談。
8月 軍備撤廃論を演説。
8月22日 松山高等商業学校の設立発起会が開かれる。
9月14日 松山高等商業学校の設立発起人会（8人）が発足しメンバー
となる。同会が設立計画を発表。
9月17日 加藤彰廉（北豫中学校長・のちの松山高等商業学校初代校長）
とともに大阪に向かい，18日に新田長次郎を訪ね，設立資金・経営費
の援助の約束を受ける。
9月21日から 東京小川町賀古病院に入院。
10月5・10日 西園寺公が見舞いに来る。
10月18日 松平恆雄，22・29・30日に珍田捨巳伯が見舞いに来る。
11月6日 新田長次郎が見舞いに来る。
11月12日 退院し，14・16日に新田家を訪問，その後帰郷。
11月22日 摂政宮（皇太子裕仁親王）殿下を奉迎する。24日に殿下に謁見
（その順位は好古の次の2番目）し，高濱に奉送する。
12月7日 台湾旅行に門司港から出発し，16日に帰郷。
12月20日 松山市議会に簡易住宅建設の議案を提出するも反対多数で廃
案となる。
12月22日 松山高等商業学校設立発起会議に参加。
12月26日 財団法人松山高等商業学校寄附行為および松山高等商業学校設置認可を申請。
64 1923年 1月2日 国連協会愛媛支部が設立。
1月3日 松山市予算会議に出席。
1月19日 広東より南中国旅行に出発。
1月25日 上海着。30日に香港において危篤。2月25日には「浪の家」
に帰郷。
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2月22日 財団法人松山高等商業学校寄附行為および松山高等商業学校設置認可（本学
では2月22日と記録されているが，官報記載の日時では2月24日）。
2月27日 松山市予算市会に参加し，補助金復活に反対の異を唱える。
3月2日以降 高浜海岸の新居「浪の家」で病臥となる。
3月3日 松山高等商業学校の理事会が開かれ理事となる（初代校長は加
藤彰廉・専務理事）。
（3月 好古が教育総監を免ぜられ予備役に編入。のちに北豫中学校長になることに拓川
も関与。）
3月17日 新居「浪の家」の揮毫を西園寺公に依頼。
3月18日 元老・西園寺公望公が拓川危篤の知らせを受け，首相・加藤
友三郎伯に叙位叙勲についての特別の詮議を依頼する電報を発信。
3月19日 外相・内田康哉伯が首相・加藤友三郎伯に，拓川への従三位
および旭日大綬章の取り計らいを申進。
3月26日 松山市長辞表提出。
午後10時50分に永眠（64歳）。
3月27日 従三位に叙任され，勲一等旭日大綬章が授賜される［官報3195
号］。天皇皇后両陛下より祭祀料御下賜わる。
3月28日 遺言状を開封。遺言に基づき赤十字病院において解剖を行い
食道癌腫と判明する。
3月30日 松山市三番町の私邸において告別式。松山市の相向寺の墓に
葬られる。
4月8日 東京都港区三田の濟海寺において分骨埋葬告別式を行う。
4月25日 松山高等商業学校の授業開始。
1930年 1月25日 犬養毅による題字の重松淸行ら拓川會編『拓川集 随筆篇 上』，同『拓川集
随筆篇 下』が発行される［資料3⑵参照］。
9月10日 東京上野の拓川集編輯所において「第1回 加藤恒忠追憶座談会」を開催し，
犬養毅らが参加。
10月14日 東京上野の拓川集編輯所において「第2回 加藤恒忠追憶座談会」を開催し，
石井菊次郎，松井慶四郎，吉田茂らが参加。
1931年 1月31日 拓川會編『拓川集 日記篇 上』，同『拓川集 書簡篇』が発行される。
1932年 5月15日 拓川集の編著者の一人である内閣総理大臣・犬養毅が海軍の将校達により殺
害される。
1933年 9月10日 拓川會編『拓川集 追憶篇』，同『拓川集 拾遺篇』が発行され，1930年に行
われた犬養毅らの「加藤恒忠追憶座談会」の発言録が拾遺篇に収録される。
（本学では，加藤拓川を新田長次郎，加藤彰廉とともに学園の「三恩人」と称する。）
【参考文献・資料】
主な参考文献・資料として，『拓川集・日記篇』（昭和6年・1931年），『拓川集・拾遺篇』
（昭和8年・1933年），原奎一郎編『原敬日記①青年時代篇』（昭和25年・1950年），古屋壮一・
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今村暢好「松山大学法学部松大 GP資料（一）」『松山大学論集』第25巻第3号（平成25年・
2013年）28頁以下，同「松山大学法学部松大 GP資料（一）」【資料2】引用の各『官報』，
および拓川翁の令孫である正岡明氏が所蔵する各「辞令」，各「勲章」，国立公文書館所蔵の
各公文書を参照。
このほか，拓川會編『拓川集・随筆篇・上』（昭和5年・1930年），『拓川集・随筆篇・下』
（昭和5年・1930年），『拓川集・書簡篇』（昭和6年・1931年），『拓川集・追憶篇』（昭和8
年・1933年），井上要『北豫中學松山高商樂屋ばなし』（昭和8年・1933年），松山商科大学
『松山商科大学六十年史』（昭和34年・1959年），畠中淳編著『加藤拓川（松山子規会叢書
第13集）』（昭和57年・1982年），島津豊幸『加藤拓川傳－ある外交官市長の生涯』改訂版
（平成9年・1997年），成澤榮壽『伊藤博文を激怒させた硬骨の外交官 加藤拓川』（平成24
年・2012年）を参照した。田村七重氏からも2点の御教示をいただいた。
3．加藤拓川の遺した品々
今 村 暢 好
加藤拓川翁は，多くの歴史的な偉人たちと出逢い，数々の品を遺している。
ここで紹介するのは，正岡明先生が所蔵している拓川翁の代表的な遺品のうち
の2点である。紙幅の関係上，ここでは2点のみの紹介となるが，まだ数多く
の貴重なものが遺されているので，今後順次公開していく予定である。＊
⑴ 張 作霖［写真］
拓川翁は，1920年1月27日に張作霖（Zhang Zuolin1875－1928）と会見して
いる。
これは，約 A4サイズほどの厚紙製の額装入りの極めて大きな写真である。
寄贈時から額装されていて，その厚紙製の額の部分に，張作霖による直筆の文
字が書かれている。
額縁の右側には「加藤大使閣下」と記し，その下に拓川翁に捧げたことを示
す「恵存」の文字がある。「大使」とは，この当時の拓川翁が，シベリア出兵
問題解決のために，司法省法学校2期生の頃からの朋友である原敬総理大臣よ
り拝命した「特命全権大使」の職位を表している。
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「恵存」の文字がその立場を示すとおり，敬語であっても基本的には目上の
者から同等またはそれより下の者に贈ることを意味している。張作霖ともなれ
ば，身分は拓川翁の方が低いことは言うまでもないであろう。後に吉田茂等が
拓川翁のことを「大臣級」と称しているとしても，既に奉天省を支配し，黒竜
江省や吉林省さえも実効支配しつつあったとされる張作霖の方が，当然に身分
が高い。
また写真の表装の左側には，「張作霖」と自ら署名するとともに，贈呈した
旨を記す「贈」の文字があり，その下に押印している。
張作霖→加藤拓川（1920年）
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2人の会見時には，拓川翁は60歳程度であるのに対して，張作霖は45歳程
度。この写真は，当時の張作霖の写真ではなくて，過去に撮ったものを拓川翁
に贈ったことが推測できる。張作霖については，資料集その他の出版物に映さ
れた写真がいくつか見られるが，比較的若い時代のこれほど大きな写真は，珍
しいように思われる。
本人の直筆と思われる文字は，非常に流麗で暢びやかであり，自分の名前部
分は力強くその威厳さえも感じられる。
張作霖は，馬賊で頭角を現した後に日本軍に拘束され，それ以降は日本軍に
協力しつつ東三省地域から勢力を伸ばし，拓川翁と会見した頃からは破竹の勢
いで中華民国のトップを自称するまでに至るが，国民革命軍との戦いに敗れ，
奉天に帰る途中に彼の乗る列車が関東軍に爆破されて死亡する。この張作霖列
車爆殺事件の事後処理に関わったのが，拓川翁の中学の後輩である白川義則陸
軍大臣であったのも，何か運命めいたものを感じる。
拓川翁は，このシベリア派遣の特命全権大使として，敦賀からハルピンを経
由して，オムスク，イルクーツク，そしてハルピンを経由して奉天まで足を伸ば
している。張作霖に会うまでに，白軍総司令官で元黒海艦隊司令長官のアレク
サンドル・コルチャーク（Alexander Kolchak ; Александр Васильевич Колчак），
チタ民団代表，ザバイカルの統領であるグレゴリー・セミョーノフ（Grigory
Mikhaylovich Semyonov, Григо´рий Миха´йлович Семёнов），そして，ロシア移
民の頭目であったドミトリー・ホルヴァート将軍（Dmitry Leonidovich Horvath ;
Дми´трий Леони´дович Хорва´т）と次々会見している。
さらに特筆すべきは，拓川翁が，これより2年前の1918年6月に段祺瑞と
も会見している点である。奉天派の張作霖のみならず，安徽派の段祺瑞，さら
には孫文と黄興の4名と会見している日本人は，拓川翁の他にはそれほど居な
いだろう。このような意味も含めて，この写真は，拓川翁が日本の歴史におい
て極めて重要な役割を担っていたことを示す史料といえる。
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⑵ 犬養 毅（号：木堂）［掛け軸］
これは，1922年9月に犬養毅（1855－1932年）よ
り贈られたものである。周知の如く，犬養毅は後に
第29代内閣総理大臣となる。
非常に長い掛け軸で，拓川「老兄」宛とされてい
る。「老兄」は，一般的には年長の友に対する尊敬
の敬称であるが，実際は犬養毅の方が，拓川翁より
も5歳ほど年上である。年代から推察するに，年下
ではあるが既に拓川翁も63歳であるための敬称と
思われる。
ここに書かれた漢文は，名高い『論語』の一節で
ある。
「愛之欲其生 惡之欲其死 既欲其生 又欲其死
是惑也」
すなわち，「之を愛しては其の生を欲し，之を悪ん
では其の死を欲す。既に其の生を欲して，又其の死
を欲するは，是れ惑い也。」となろうか（顔淵第十
二の章）。「人の惑い」についての本質を孔子が述べ
た部分である。
果たしてどのような気持ちで犬養毅が拓川翁にこ
の掛け軸を贈ったかは一切不明である。
1922年9月といえば，拓川翁は既に喉を病んで
おり，親交の深かった犬養毅ならば拓川翁の病を知らないはずはない。拓川翁
は，この9月21日からしばらく東京の小川町病院に入院し，その後も松山市
長として活躍するものの翌年3月に咽頭癌で亡くなっている。論語の解釈は，
専門家であっても法令解釈以上に理解が分かれるので，専門外の者が解釈する
には躊躇いが生じるが，私なりに想像したのは，人間は誰しも迷うものである，
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といった労いの意味としてであろうか。
またこの漢文には，前の部分が存在し，それを暗喩している可能性もある。
前の部分は次の通りである。
「子張問崇德辨惑 子曰主忠信徙義 崇德也」
たか
すなわち，「子張，徳を崇くし惑いを弁ずるを問う。子曰わく，忠信を主とし，
うつ
義に徙るは，徳を崇くする也」。孔子の中でも年少の子張が，師の孔子に質問
した一節である。子張は孔子に「どうしたら徳を高くして惑いを解けるか」尋
ねると，孔子は「忠と信を一番にして『義』を実行することが，徳を高くする」
と答えた，という意になろう。『義』とは，正義そのものだと思われる。
もしかしたら，犬養毅は，病の拓川翁に引き続き「正義」への邁進を奨励し
たのかもしれない。
犬養毅と拓川翁の関係は，もちろん，拓川翁の晩年の日記に何度も登場する
「犬養木堂（毅）」の名からしても明らかである。しかし，何よりも，犬養毅と
拓川翁の関係が“極めて強固”であったことを示すのは，『拓川集』である。
この犬養毅こそが，拓川翁の日記や活動録，随筆，書簡などをまとめた『拓川
集』全6篇の編者「拓川會」の筆頭編著者であり，その表紙の題字も同氏によ
るものである。
また，拓川翁が逝去された後に「加藤恒忠追
憶座談会」が東京上野において，第1回は昭和
5年9月10日に，第2回は10月14日に開催
されている。この座談会には，錚錚たる歴史上
の人物が2回の座談会で参加しているので幾人
か紹介しておこう。この犬養毅（第29代内閣
総理大臣）のほか，吉田茂（後に第45代・通
算5期の内閣総理大臣），拓川翁とは遠戚の石
井菊次郎（元外務大臣），松井慶四郎（元外務
大臣），南弘（後の逓信大臣），正岡子規と従軍
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したことで有名な古嶋一雄（通産政務次官），など日本を動かしてきた面々が，
拓川翁について語っているのである。
拓川翁はよく冗談を言うことで有名であるが，犬養毅も，拓川翁のことを
「何でもない事を小説的に作ることが非常にうまかつたね。」と表現している。
また，趣味についても話が及び，犬養毅は「加藤は小さい硯ばかり集めて居た」
「兎に角器用だね。」と述べている。この座談会では，拓川翁が西園寺公望公と
色々な面で似ている話や，碁を秋山好古大将や珍田捨巳（外務大臣）とよく打っ
ていたことなども明らかにされている。もちろん，正岡子規に資金援助をして
いる話もしているのは興味深い。
犬養毅がこの座談会に参加したのは昭和5年の9月であるが，これが収録さ
れた『拓川集 拾遺篇』が発行されたのは，昭和8年である。その間に，西園
寺公望公の後押しにより総理大臣職に昭和6年に就任するが，その翌年に，誰
しもが知る五・一五事件によって暗殺されてしまうのは，何よりも残念なこと
である。
注
＊ 拓川翁の遺した資料については，正岡明先生の提供であることは申し上げるまでもなく，
今村の執筆部分についても，正岡先生の御協力に拠るところが大きい。そもそも，拓川翁
が研究対象となった契機は，2011年度から本学の創設90周年を記念した「松大 GP」とし
て法学部が採択された法学部松大 GP「松山大学の三恩人とその周縁の再考証－『校訓三実
主義』の再検証をめざして－」である。その法学部松大 GPの中の一企画として拓川翁の
調査があり，当時の法学部松大 GP委員長の妹尾克敏教授の御指示のもとで拓川翁の研究
を担当したのがきっかけで，本稿はそれらの研究を継続した結果である。
法学部松大 GPの頃より，正岡先生には拓川翁の遺した歴史的な品々や資料を惜しげも
なく何度も調査させて戴き御指導賜わっております。正岡先生の父・忠三郎氏（拓川翁の
三男）は，正岡子規亡き後に正岡家を継いでおられ，正岡先生御自身も正岡子規研究者と
しても高名で大変お忙しい中，本稿の執筆に御快諾戴きました。拓川翁に関する膨大な知
識に基づいた“正確な”「本学誕生のはじまり」についても言及戴き，さらに法学部に対
して御祝辞まで賜り，ここであらためて深く御礼申し上げます。
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